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平
成
12
年
９
月
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
町
民
参
加
の
基
本
的

な
事
項
を
定
め
た
「
幕
別
町
ま
ち
づ
く

り
町
民
参
加
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

り
、
創
る
」
を
基
本
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
当
事
者
と
な
り
、
地
域
の
こ
と

を
考
え
、
そ
の
発
想
を
自
ら
実
践
す
る

住
民
自
治
の
取
り
組
み
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
で
あ
る
。
つ
い
て
は
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
町
の
執
行
機
関
は
附
属
機
関
が
幅
広

い
町
民
の
参
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑵
改
選
期
を
迎
え
る
附
属
機
関
の
委
員

の
応
募
の
状
況
は
ど
う
か
。

⑶
昨
今
の
町
の
施
策
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
件
数
は
ど
う
か
。

⑷
附
属
機
関
や
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の

会
議
の
公
開
の
方
法
は
。

 

町　
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⑴
21
の
附
属
機
関
で
委
員
の
公
募
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
本

年
２
月
末
現
在
で
委
員
が
存
在
し
て
い

な
い
４
つ
の
附
属
機
関
を
除
く
17
の
附

属
機
関
に
お
け
る
公
募
に
よ
る
委
員
の

数
は
68
人
、
委
員
総
数
２
２
４
人
に
占

め
る
割
合
は
30
・
４
％
で
、
各
附
属
機

関
に
お
い
て
幅
広
い
町
民
の
方
々
に
参

画
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑵
毎
年
２
月
の
広
報
紙
で
改
選
期
を
迎

え
る
附
属
機
関
の
委
員
を
公
募
し
て
お

り
、
直
近
の
３
年
間
の
応
募
状
況
は
、

令
和
２
年
は
７
附
属
機
関
で
公
募
枠
33

人
に
対
し
31
人
、
３
年
は
10
附
属
機
関

で
39
人
に
対
し
41
人
、
４
年
は
６
附
属

機
関
で
28
人
に
対
し
応
募
が
34
人
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

⑶
直
近
３
年
の
実
績
は
、
令
和
元
年
度

は
４
件
の
実
施
に
対
し
意
見
の
提
出
が

あ
っ
た
の
は
２
件
。
２
年
度
は
９
件
の

実
施
に
対
し
47
件
。
今
年
度
は
現
在
募

集
中
の
２
件
を
含
め
７
件
の
実
施
に
対

し
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
附
属
機
関
等
の
会
議
に
つ
い
て
は
、

そ
の
内
容
が
許
可
等
の
審
査
に
係
わ
る

な
ど
公
開
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
を
除
き
公
開
し
て
お
り
、
希
望

者
に
は
傍
聴
で
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
会
議
録
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

た
場
合
は
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
要
旨

と
ご
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
を
広
報

紙
な
ど
で
公
表
し
、
住
民
へ
の
行
政
情

報
の
提
供
と
共
有
に
努
め
て
い
る
。

平
成
25
年
６
月
、
幕
別
町
は
北

海
道
工
業
大
学
（
翌
年
、
北
海

道
科
学
大
学
に
名
称
変
更
）
と
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は
具
体
的

に
は
、
①
人
材
育
成
、
②
地
域
づ
く
り
、

③
産
業
振
興
、
④
保
健
福
祉
の
向
上
、

⑤
教
育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

⑥
そ
の
他
大
学
及
び
町
が
協
議
し
て
必

要
と
認
め
る
事
項
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す

る
こ
と
を
連
携
協
力
事
項
と
し
て
い

る
。
つ
い
て
は
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
北
海
道
科
学
大
学
と
の

連
携
協
定
の
成
果
は
。

⑵
北
海
道
科
学
大
学
と
の
連
携
協
定
の

今
後
の
課
題
は
。
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⑴
今
年
度
と
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
毎
年
、

大
学
の
教
員
を
講
師
に
招
き
「
幕
別
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
催
し
、

令
和
元
年
度
ま
で
に
、
延
べ
27
回

７
５
１
人
が
参
加
。
小
学
生
を
対
象
に

理
科
へ
の
興
味
喚
起
を
目
的
に
「
青
少

年
公
開
講
座
」
を
開
催
し
、
令
和
元
年

度
ま
で
に
、
延
べ
７
回
で
３
０
３
人
が

参
加
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
講
演
会
や
出
前
講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
平
成
25
年
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
体
を
大
学
生
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
き
、
26
年
に
は

札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
に
建
築
学
科

の
教
員
２
人
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

委
嘱
し
助
言
等
を
い
た
だ
い
た
。

⑵
現
時
点
に
お
い
て
、
連
携
協
定
に
係

る
課
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
講
座
等
が
実

施
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
等
を
含
め
手
法
や
内
容

な
ど
を
大
学
側
と
協
議
し
て
行
き
た
い
。

答問
各
附
属
機
関
に
お
い
て
幅
広
い
町
民
に
参
画
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
町
民
参
加
の
推
進
を

問

答問

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
よ
り
一
層

連
携
協
力
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

北
海
道
科
学
大
学
と
の
連
携
協
定

を
町
の
発
展
に
生
か
す
よ
う
に

谷口 和弥 議員
（拓政会）

問

附属機関の名称 定数 公募枠 任期

1 幕別町表彰者選考委員会 10 人 ３人 ４年
2 幕別町特別職給料及び議員報酬審議会 ９人 ３人 ※

3 幕別町使用料等審議会 30 人以内 10 人 ※

4 幕別町行政改革推進委員会 15 人以内  5 人 ３年

5 幕別町情報公開・個人情報保護審査会 ５人以内  2 人 ３年

6 幕別町総合計画策定審議会 30 人以内 10 人 ※

7 幕別町防災会議 33 人以内 定数の３割程度 ２年

8 幕別町健康づくり推進協議会 10 人以内 ３人 ２年

9 幕別町廃棄物減量等推進審議会 13 人以内 ４人 ２年

10 幕別町障害者福祉計画策定委員会 12 人以内 ４人 ２年

11 幕別町介護保険運営等協議会 15 人以内 ５人 ３年

12 幕別町都市計画審議会 10 人以内 ３人 ２年
13 幕別町公営住宅委員会 10 人以内 ３人 ２年
14 幕別町忠類地域住民会議 15 人以内 ５人 ２年
15 幕別町地域福祉計画策定委員会 15 人以内 ５人 ３年
16 幕別町次世代育成支援対策地域協議会 15 人以内 ５人 ３年
17 幕別町創生総合戦略審議会 20 人以内 ６人 ３年

公募している幕別町の附属機関について

備考　※印のついた附属機関の任期は、審議終了時までである。


